
種子等ストレスプライミングによる植物のレジリエンス向上 

 

「研究の背景および目的」 

気候変動による高温、乾燥、塩害、冠水などの環境ストレスが世界的に増加しており、作物の収量安定性に大き

な影響を及ぼしている。したがって、作物生産を安定化させるためには、植物のストレス耐性を向上させること

が必要であることは言うまでもない。一方で、ストレス耐性の育種には相当の時間を要するとともに、遺伝的改

良だけでは環境変動のスピードに追いつかない現状がある。そこで、本研究は、プライミング（Priming）という

新しいアプローチを用いることで、植物の耐性強化を図るのが目的である。具体的には、種子や植物に軽度のス

トレスを事前に与えることで、その後のストレスに対して迅速かつ強い応答を引き出すことが可能となる。いわ

ゆる、免疫の「予防接種」に近い概念で、植物の記憶（stress memory）を活用してレジリエンスを向上させる。 

「主な研究内容」 

①  種子プライミングの処理技術の開発：浸漬プライミング、浸透

圧プライミング、熱プライミング、化学プライミング、乾燥プラ

イミングなどの効果を比較 

② プライミングによる生理・分子応答の解析：根系形成の促進、

初期生育の加速、活性酸素（ROS）制御系の活性化、ストレス

応答遺伝子の発現誘導 

③ ストレス耐性の評価・解析：高温・乾燥・塩害・冠水（含む湛

水）水などの耐性試験、生育初期の活着率、バイオマス、光合成

能力、収量・品質の影響評価 

④ プライミング効果の持続性と世代間影響：プライミング効果の

生育段階への影響、次世代（子実）への影響（transgenerational 

priming）の検証 

⑤ 種子処理技術としての実装：省力化・低コスト化のための処理

技術プロトコル開発 

「期待される効果・応用分野」 

① 気候変動対策：高温・乾燥などの極端気象に対する作物の生存

率向上、気候変動に強い生産体系の構築 

② 生産技術の改良：発芽率・初期生育の向上、活着率の改善によ

る収量安定化、高ストレス下の光合成能力の向上・維持 

③ 社会・経済メリット：低コストで導入可能な技術（特に種子プ

ライミングは簡便）、高齢化地域でも実施しやすい省力技術、気

候変動リスクを軽減し、地域農業の安定化に寄与 

④ 作物学術的貢献：エピジェネティクスと植物レジリエンスの関

係性の解明、多因子ストレスに対応する新しい作物管理技術の

創出 

 

 

 

問い合わせ先：sakagami@agri.kagoshima-u.ac.jp /植物資源科学プログラム 熱帯作物学分野 坂上潤一 

https://www.agri.kagoshima-u.ac.jp/agri0004/ 

種子プライミングがイネの発芽に及ぼす影響．
（ ）内は浸漬後時間．上段は非プライミング
区、下段はプライミング区．(Choi et al., 2025） 

親世代個体の熱プライミングが子世代個体の
高温耐性を向上させる．（A）活性酸素種、
（B）マロンジアルデヒド．(Ju et al.2025) 

活性酸素によ
る障害を緩和 
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